
奈良産業大学

講義科目　授業アンケート結果

設問№

※レーダーチャートの平均は4段階評価　4（そう思う）、3(ややそう思う)、2(あまりそう思わない)、1(そう思わない)
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①授業計画の達成度について

③アンケート全体を通しての自己評価、及び、今後の授業改善計画について

②授業の進め方について

シラバスに基づきスポーツパフォーマンス向上や健康のための「体づく
り」について、基本的理論、具体的実践方法などを解説した。授業ごと
にそれ以前の内容との関連や発展性をくり返し説明することで、系統
的な授業展開を行った。
１５回のうち１０回で授業内レポートを課すことで学生の理解度を確認、
難易度に関しては「難しい」「易しい」の両評価が混在するが、専門用
語や例えなどをできる限りわかりやすい単語、言い方で説明をしたので
難し過ぎることはないと考えている。学んでほしい内容、覚えておいて
ほしいポイントの７０％程度は理解されたと思う。

毎回資料を作成して配布し講義内容を記入させ、さらに授業内レポート
で復習する方法によって、理解度の確認、また欠席した場合にその回
の資料を渡し、レポートを後日提出させることで欠席者へのフォローも
可能であった。
　設問７，８，９，１０，１３については，ほぼ達成できたと考えている。
設問１０では、私語への注意をある程度行ったが、まだ十分ではないと
思うので今後の課題としたい。

3.27

声が通ること、指示を徹底させることは、体育教員としての必須
の資質と考えている。この理念は維持していきたい。授業に学
生とディスカッションを行うような内容も加えて、理解度を深め、
また自習意欲を喚起したいと考える。私語については、対策を
もっと徹底させていきたい。
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アンケート結果に対する教員のフィードバックシート

授 業 年 度 ２０１３年度　前期科目平均 全体平均
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